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編 集 後 記
　最近ちょっとした出来事があって、30年以上前に大学院の指導教官との議
論を思い出しました。その当時私が所属していた理論系の研究室では、大学
院生が研究室の研究課題を越えて勝手に研究テーマを決めていて、研究室と
してのまとまりがありませんでした。他の研究室では指導教官が院生に研究
テーマを与えて、研究成果をあげていました。私は生意気にも先生に「院生
が勝手にテーマを決めて研究するのはおかしいのではないか」と言ったこと
がありました。その時の先生の返答は、「研究は自由でなければならない」と
いうものでした。当時の私は先生のこの言葉を理解できませんでしたが、最
近私は先生の言っていたことが正しいと思うようになりました。なぜだろう、
知りたいという欲求が研究の出発点であり、それがなければ研究は持続でき
ないし、自分が納得した結果もだせないと思います。広く社会を見渡してみ
ても、給料をもらいながら自由に研究ができるのは大学の教員だけである。
大学の教員はこのことに対して自覚的でなければならないと思います。
 （Ｓ．Ｋ記）
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